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自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

〜
自
主
防
災
組
織
の
結
成
〜

　
日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震

国
で
す
。
近
年
、
東
日
本
大
震
災

や
熊
本
地
震
の
よ
う
に
、
大
地
震

に
よ
り
家
屋
の
倒
壊
や
土
砂
災
害
、

津
波
災
害
な
ど
大
き
な
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
こ
の
よ
う
な
災
害
が
発

生
し
た
ら
市
や
消
防
な
ど
の
防
災

機
関
は
全
力
で
防
災
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。
し
か
し
、
大
規
模
な

地
震
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
十

分
な
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
道
路
や
橋
の
損
壊
や
建
物
の
倒

壊
等
に
よ
り
道
路
交
通
が
著
し
く

阻
害
さ
れ
た
と
き

・
各
地
で
多
数
の
火
災
が
発
生
し

た
と
き

・
電
話
が
不
通
と
な
り
、被
害
状
況

な
ど
の
情
報
収
集
が
困
難
な
と
き

・
停
電
や
断
水
に
な
っ
た
と
き

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
災
害
か
ら

財
産
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
普
段
か
ら
顔
を

合
わ
せ
て
い
る
地
域
や
近
隣
の

人
々
が
集
ま
っ
て
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
防
災
活
動
を
す
る

「
共
助
」の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
現
在
、市
で
は
こ
の「
共
助
」の
取

り
組
み
を
実
施
す
る
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

◇
自
主
防
災
組
織
と
は

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住

民
が
自
主
的
に
連
携
し
て
防
災
活

動
を
行
う
組
織
を
い
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
平
常
時
は
防
災
訓
練
、

広
報
活
動
、
防
災
資
機
材
の
整
備

な
ど
、
災
害
時
に
は
初
期
消
火
活

動
、
救
出
救
護
、
避
難
誘
導
、
避

難
所
で
の
給
水
給
食
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

◇
組
織
の
結
成

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住

民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
規
約
、

組
織
、
活
動
計
画
を
定
め
る
こ
と

で
成
立
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
た
と
き
は
、
市
へ
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　
区
・
自
治
会
単
位
で
の
結
成
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
規
模
が

小
さ
い
な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ

り
、
複
数
の
区
・
自
治
会
共
同
で

結
成
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

に
市
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
資
機
材
整
備
補
助
金

　
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
対

し
、
50
万
円
を
上
限
と
し
た
防
災

資
機
材
の
整
備
費
を
補
助
し
て
い

　
９
月
21
日
㈮
か
ら
30
日
㈰
ま
で
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
日
没
時
間
が
急
速
に

早
ま
る
秋
口
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜

間
の
歩
行
中
ま
た
自
転
車
乗
用
中

に
お
け
る
交
通
事
故
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者

が
被
害
に
遭
う
交
通
事
故
、
高
齢

運
転
者
に
よ
る
事
故
が
依
然
と
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
「
事
故
を
起
こ
さ
な

い
」
だ
け
で
な
く
「
事
故
に
遭
わ

な
い
」
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
の
意
識
を
も
ち
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
て
、交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
心
掛
け
ま
しょ
う
。

◇
重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止

　
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
、
高
齢

者
の
方
は
、
交
通
安
全
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
運
転
者
・
職

ま
す
。

◇
出
前
講
座
の
実
施

　
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
出
前

講
座
を
市
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

組
織
の
結
成
を
検
討
し
て
い
る
皆

さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　〈
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
〉

問
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班
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　〈
出
前
講
座
に
つ
い
て
〉

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
協
働
推
進
班
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
ハ
イ
ビ
ー
ム 

上
手
に
使
っ
て 

事
故
防
止
」

場
・
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
と
高
齢
者
に
対
す
る
保
護
意
識

の
醸
成
に
努
め
、
交
通
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　
交
通
混
雑
や
視
認
性
の
低
下
な

ど
、
重
大
事
故
等
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
歩
行

者
・
自
転
車
利
用
者
の
方
は
反
射

材
等
の
着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
の
乗
用
中
は
、
交

通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
安
全
運
転

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

　
交
通
事
故
発
生
時
の
被
害
の
防

止
と
軽
減
を
図
る
た
め
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険
性
、

交
通
事
故
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
考

え
る
と
と
も
に
、
「
飲
酒
運
転
は

絶
対
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ

な
い
」
と
い
う
規
範
意
識
を
持
ち
、

地
域
、
職
場
、
家
庭
、
飲
食
店
等
、

総
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
。

ハ
イ
ビ
ー
ム
の
上
手
な
活
用

　
自
動
車
の
ラ
イ
ト
（
前
照
灯
）

を
ハ
イ
ビ
ー
ム
（
上
向
き
）
に
す

れ
ば
、
ロ
ー
ビ
ー
ム
（
下
向
き
）

の
と
き
と
比
べ
て
、
遠
く
ま
で
光

が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
視
界
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
や
自

転
車
を
遠
く
か
ら
見
つ
け
や
す
く

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ハ
イ
ビ
ー

ム
は
他
の
車
両
を
幻
惑
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
向
車
と

行
き
違
う
と
き
や
他
の
車
の
直
後

を
走
行
し
て
い
る
と
き
、
ま
た
、

対
向
車
が
自
転
車
の
場
合
に
も
ロ

ー
ビ
ー
ム
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
対
向
車
、
先
行
車
の
有
無
や
交

通
量
な
ど
の
状
況
に
応
じ
て
、
上

手
に
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
し
て

運
転
し
ま
し
ょ
う
。

問
安
全
対
策
課
生
活
安
全
班
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　７月１日、北今泉４区・５区合同防
災訓練が北今泉５区公民館で行わ
れ、住民２３０人が参加しました。
　今回の訓練は地震を想定し、避難
ルートを確認しながら北今泉５区公
民館へ避難。その後、初期消火訓練、
地震体験車での地震体験、煙体験
ハウスでの防災体験、炊き出し訓練
と市消防団員による応急救護訓練
を実施しました。
　応急救護訓練では、実際に訓練
用のＡＥＤを用いて使用方法を学習。

炊き出し訓練は、ハイゼックスという
特殊な袋を使用しての炊飯を体験し
ました。
　住民たちは、いざという時に慌て
ず行動できるよう、真剣なまなざし
で訓練に参加していました。

安全安心コーナー
～外には危険がいっぱい！～

セブンイレブン
季美の森店

ケーヨーデイツー
大網永田店

主婦の店大網店

農村環境改善センター
いずみの里

大網白里市役所
国保大網病院

７日㈮14時～15時
25日㈫10時～11時30分

26日㈬
13時30分～14時30分

５日㈬13時30分～14時30分
25日㈫14時～15時

６日㈭
13時30分～14時30分

26日㈬10時～11時30分
27日㈭10時～11時30分

開設場所 日　　時

瑞穂小学校
大網東小学校

５日㈬15時～
26日㈬15時～

集合場所 日　　時

も
し
も
の
災
害
に
備
え
て
水
の
く
み
置
き
を
！

〜
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」で
す
〜

　
山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
災
害
に
備
え
て
「
１
人
１
日

３
リ
ッ
ト
ル
」
の
飲
料
水
を
、
３

日
分
備
蓄
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

▼
く
み
置
き
の
方
法

　

清
潔
で
ふ
た
の
で
き
る
容
器

（
ポ
リ
タ
ン
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
水
筒
な
ど
）
に
な
る
べ
く
空

気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
口
元
い
っ

ぱ
い
ま
で
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※

保
存
前
に
水
道
水
を
沸
騰
さ
せ

　
た
り
浄
水
器
を
使
用
す
る
等
し

　
て
し
ま
う
と
水
道
水
中
の
塩
素

　
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
道

　
水
は
蛇
口
か
ら
容
器
に
直
接
注

　
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
く
み
置
き
の
保
存
期
間

　
保
存
を
す
る
際
は
、
直
射
日
光

を
避
け
て
涼
し
い
場
所
に
保
管
を

す
れ
ば
３
日
程
度
は
消
毒
用
の
塩

素
の
効
果
が
持
続
し
ま
す
。
３
日

を
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
飲

料
と
は
別
の
用
途
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
風
呂
の
残
り
湯
は
災
害
時
に

　
消
火
や
ト
イ
レ
用
と
し
て
使
う

　
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
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▲山武郡市広域水道企業団
　マスコットキャラクター
  「さんすいちゃん」

　子どもを狙った犯罪は、後を絶ちません。
「うちの子は大丈夫」って油断していません
か。子どもたちに「自分の命は自分で守る」
ことを指導し、危機回避能力を普段から身
に付けさせておきましょう。
　危機回避のための５つの約束「いか・の・
お・す・し」は被害回避の手段として非常に
有効です。子どもに体感的に理解させてお
きましょう。
いか＝〈行かない〉知らない人について行か
ない
の＝〈乗らない〉知らない人の車に乗らない
お＝〈大声を出す〉｢助けて」と大きな声を出
したり防犯ブザーを鳴らす
す＝〈すぐ逃げる〉怖かったら大人のいる方
にすぐ逃げる
し＝〈周りの人に知らせる〉どんな人が何を
したのか家の人や警察に知らせる
◇守って頂きたいこと
・通学路は絶対に変更しないようにしましょう
・帰り道は、１人で帰らないようにしましょう
・見通しの悪い交差点は、左右をしっかり
確認しましょう
・学校帰りは寄り道せず、まっすぐ帰りま
しょう

・出かける時は、必ず、行き先や
誰と一緒かを家族の人に話し
ましょう
・不審者を見つけた場合は、近
くの家に助けを求めましょう
・防犯ブザーを持ち、１か月に１回は電池の
確認をしましょう
●今月の移動交番車開設日

●合同防犯パトロール予定

問東金警察署　☎０４７５（５４）０１１０

日ごろから備えを
北今泉４区・５区合同防災訓練


